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１ 大会名称 第４３回 四国地区小中学校教頭会研究大会（愛媛大会） 

       第６４回 愛媛県小中学校教頭会研究大会（松山大会） 

２ 開催時期 令和７年１１月２１日（金） 

３ 開催場所 愛媛県 松山市 

       全体会場 松山市民会館 

       分科会  松山市民会館  松山市総合福祉センター  えひめ共済会館 

 男女共同参画推進センター（コムズ） 

４ 日  程 開会行事 １０：００～１０：２０  記念講演 １０：３０～１２：００ 

       分科会  １３：３０～１５：４０  閉会行事 １５：４０～１５：５０ 

５ 大会概要 

 （１）大会主題 未来を切り拓く力をはぐくむ 魅力ある学校づくり」 

         ～夢と志を持ち 絆を深めながら可能性に挑戦する子供の育成～ 

 （２）主  催 四国地区小中学校教頭会  愛媛県小中学校教頭会 

 （３）後  援 愛媛県教育委員会 香川県教育委員会 徳島県教育委員会 高知県教育委員会 

         愛媛県市町教育委員会連合会 松山市 松山市教育委員会 愛媛県小中学校校長会 

         愛媛県教育研究協議会 公益財団法人愛媛県教育会 愛媛県ＰＴＡ連合会 

         松山市小中画工ＰＴＡ連合会 公益財団法人日本教育公務員弘済会愛媛支部 

         公益社団法人日本教育会 全国公立学校教頭会 

 （４）全 体 会 ①開式の言葉 ②国歌斉唱 ③開会挨拶 ④祝辞 

 ⑤来賓紹介 ⑥閉式の言葉 ⑦記念講演 

 （５）記念講演 「アーティスト 石村 嘉成のキセキ」～発達障がいのわが子と歩んで～ 

         講師 石村 嘉成 氏  石村 和徳氏 

 （６）分 科 会 第１課題 教育課程に関する課題   第２課題 子供の発達に関する課題 

         第３課題 教育環境整備に関する課題 第４課題 組織・運営に関する課題 

         第５課題 教職員の専門性に関する課題 

特別課題 講演「学校と地域の絆が子どもと地域の未来を創る」 

～これからの学校と地域～ 

              講師 コミスクえひめ 代表理事 文部科学省ＣＳマイスター 

                 西村 久二夫 氏 
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６ 大会に参加しての感想 

  記念講演では、発達障がいを持つお子さんとの歩みを通して、親子の絆や

しつけの大切さを語られた講演であった。困難を乗り越える過程で、表現活

動が子どもの可能性を広げる力になるという話が特に印象的だった。実際に

ライブパフォーマンスとして、版画も披露され、会場での参加者も興味をも

って参加できた。教育現場でも、子どもの個性を尊重し、挑戦できる環境を整

えることの重要性を改めて感じた。教頭として、保護者や地域と連携しなが

ら、子どもが安心して自己表現できる学校づくりを進めたい。 

  分科会では、５つの分科会で、計１２本の提案発表の他、特別講演が行われた。現場で直面する課題や具

体的な改善策について、他校の事例を聞けたことが大きな学びとなった。私は第５課題「教職員の専門性に

関する課題」の分科会に参加した。分科会では、校内研修の充実や外部研修と

の連携を通じて、教職員の専門性を高める取り組みが紹介された。特に、若手

教員の育成とベテラン教員の知見を共有する仕組みづくりの重要性が強調さ

れていたことが印象的だった。また、ICT 活用や授業改善に関する具体的な

事例を聞くことで、専門性向上には個人の努力だけでなく、学校全体で支え

る体制が不可欠であると感じた。今後は、校内での情報共有を促進し、学び合

う文化を育てることで、組織としての力を高めていきたいと思う。 

 


